
地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　見附市は新潟県の中心に位置し、面積77.91K㎡、人口約39,000人の小規模な市である。近年ではマイカー中心のライ
フスタイルが進み、公共交通（特に路線バス）の利用者が年々減少しており、バス路線の廃止、減便が行われることで
自動車の運転ができない学生や高齢者の移動において利便性が低下してきている。
　市ではコミュニティバスが交通結節点を経由し、地域間幹線系統であるJRや路線バス等と接続することで、地域公共
交通網の整備を進め、住民が自由に移動できる環境を整えることとしている。また、コミュニティバスのルート上に市の
主要施設を配置し、都市機能のコンパクト化を図る事で、外出しやすい状況を生み出すとともに、地域間交流を促し住民
の健康増進にもつなげるものとする。
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（案）事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について
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